
「第４回競馬功績者表彰」表彰者一覧 
 

１ 騎手 

  横山
よこやま

 典弘
のりひろ

（57）（ＪＲＡ現役騎手） 

ＪＲＡの騎手として、昭和 61 年に初騎乗以降、

令和７年４月 14 日までにＪＲＡ通算 2,969 勝（中

央競馬で現役・歴代ともに第２位）、重賞競走の最

年長勝利記録を達成するなどトップジョッキーと

して活躍。 

また、競馬場に救急救命士や消防職員ＯＢを配置する等の救

護体制の充実に向けた取組の推進に尽力するとともに、後進の

指導にも努め、令和３年に若手騎手の規範であることからＪＲ

Ａ理事長特別表彰を受賞する等、中央競馬の発展に大きく寄与

した。 
 

２ 騎手 

  桑島
くわじま

 孝
たか

春
はる

（70）（船橋競馬元騎手）      
   船橋競馬の騎手として、昭和46年の初騎乗以降、

平成 22 年に引退するまでの 40 年間に、地方通算
4,713 勝（地方競馬で当時歴代第４位）を達成する
など長きにわたりトップジョッキーとして活躍。 

また、引退後から現在までの 14 年にわたり、地
方競馬全国協会の参与として、競走の裁決に関す
る実例検証に参加し、実戦経験に基づく公正な騎乗法に関する
助言を行ったほか、地方競馬教養センターにおいて騎手候補生
の技術指導を行い多くの騎手育成に貢献するなど、地方競馬の
発展に大きく寄与した。 

 
３ 騎手 

石崎
いしざき

 隆之
たかゆき

（69）（船橋競馬元騎手） 
   船橋競馬の騎手として、昭和 48 年の初騎乗以

降、平成 31 年に引退するまでの 47 年間に、地方
通算 6,269 勝（地方競馬で歴代第３位）したほか、
中央競馬でも74勝を達成するなど長きにわたりト
ップジョッキーとして活躍。 

また、現役時代には、後輩騎手に対し、勝利実



績に基づく騎乗技術等のアドバイスを行う等、日々後進の育成
に携わり、魅力ある競走の提供や競走等における事故防止に貢
献するなど、地方競馬の発展に大きく寄与した。 

 
４ 調教師 

野口
のぐち

 孝
たかし

（74）（浦和競馬調教師） 

   浦和競馬の調教師として、昭和 56 年から令和６

年末までに、地方競馬で 925 勝を挙げるなど長年

活躍している。 

また、平成 13 年の埼玉県調教師会会長に就任以

降、平成 21 年に全国公営競馬調教師会連合会会

長、地方競馬全国協会の評議員に就任し、地方競馬の売上げが

落ち込んでいた厳しい時代に競馬関係者の地位向上や生活基

盤の安定化、公正確保等に尽力するなど地方競馬の発展に大き

な功績をあげた。 

 
５ 調教師 

  松山
まつやま

 康
やす

久
ひさ

（81）（ＪＲＡ元調教師） 
    ＪＲＡ調教師として、昭和 51 年から平成 26 年

までの 40 年間に、中央競馬で 1,001 勝を挙げ、平
成６年にはＪＲＡの最多勝利調教師賞を、また、
ＪＲＡ優秀調教師賞を 14 回受賞するなど、優れ
た調教技術をもって中央競馬の発展に貢献した。 

また、引退後から現在に至るまで、ＪＲＡベス
トターンドアウト賞の審査員を務め、深い知見に基づく的確な
審査により、競馬産業に不可欠な厩務員のモチベーション向上
や人材の拡大に寄与するなど、競馬産業の安定的な発展に尽力
している。 
 
ベストターンドアウト賞：最もよく躾けられ、最も美しく手入れされた出走馬を担

当する厩務員の努力を称え表彰する制度。 
主な管理馬：ミスターシービー(58 年皐月賞・日本ダービー・菊花賞、59 年天皇賞

（秋）)、ウィナーズサークル(平成元年日本ダービー)、ジェニュイ
ン（７年皐月賞、８年マイルチャンピオンシップ）  

 



６ 生産者等 

 柏木
かしわぎ

 務
つとむ

（80）（競走馬育成者）      
九州の馬産地がアラブ競走の廃止による生産

頭数の激減、九州産馬限定競走の存続危機、荒尾
競馬（熊本県）の廃止など厳しい状況にあった中
で、競走馬育成協会九州支部長、九州軽種馬協会
会長及び九州馬主協会理事として先頭に立ち、九
州産馬限定競走の存続に尽力し、軽種馬生産頭数の回復・増加
や販路拡大、九州軽種馬産業の振興に貢献した。 

また、日本軽種馬協会理事として、国内全体の軽種馬生産の
振興にも尽力しており、競馬産業の安定的な発展に貢献した。 

    
７ 主催者等 

畑山
はたやま

 光
みつ

伸
のぶ

（76）（ＪＲＡ元副理事長） 
昭和 48 年にＪＲＡへ入会以降、「馬単」「三連

複」の導入や経営改革を行うとともに、平成 23 年
の東日本大震災発生時には、副理事長として競馬
の再開、被災地支援競馬の開催、被災地への義援
金の拠出等、復興に尽力した。 

また、日本競馬の国際的な地位向上のため、日
本のパートⅠ国昇格に向けた交渉を行い、平成 19 年には昇格
が承認されるなど、競馬産業の発展に大きく貢献した。 

加えて、ＪＲＡ退任後は、馬事文化財団理事長として馬の文
化に関する知識の普及や、中央競馬馬主社会福祉財団理事長と
して社会福祉事業やその他公益事業に対する助成を行う等、我
が国の社会福祉の発展・充実に貢献している。 

 


